Social Movements in Hesse : The Revolution of 1848/49 in the Grand Duchy of Hesse-Darmstadt by 川口 智江
105
《博士論文要旨および審査報告》
川口智江一九世紀前半ヘッセン地方における社会運動
-　ヘッセン･ダルムシユタ
ッ
ト大公国の一八四八/四九年革命再考
―
-　学位請求論文　-
Ⅰ
　論文要旨　　　　　　　　　川口智江
本稿は一九世紀前半のヘッセン･ダルムシユタツト大公
国における都市と農村それぞれの社会運動がどのような相関関係にあったかを明らかにし､そ 上で一八四八/四九年革命を再考す ことを目的とする｡一八四八/四九年革命前史研究ではもっぱら一八一五年のウィーン会議から革命までをひとつの時代区分として三月前期と呼んでいる｡だが､本稿では三月前期の政治的･社会 基盤を形成すことになる領域再編成 役割に注目 ､ナポレオン主導によるドイツ諸邦の領域再編成が開始された一八〇六年からを考察の対象時期とする｡また'対象地域として領域再編成が及ぼした影響 最もよく現れ ヘッセン･ダルムシユタツト 選んだ｡この地域 は西南ドイツ諸邦と密接な関
わりを持ちつつ反体制運動が活発に行われていた｡この時期の反体制運動や一八四八/四九年革命に関する地域史的研究は､地域史･郷土史などの分野で進められているものの'あくまでも地域内での分析にとどまっており､革命全体と地域的事象を関連付ける広い視野からの研究 は至っていない｡本稿では､このような状況をふまえて'地域おける三月前期社会 自由主義運動や農民運動 一八四八/四九年革命の再考を試みる｡
三月前期のヘッセン･ダルムシユタツトで展開された社
会運動の中で特に注目に値する は､都市市民層を中心する自由主義運動とその中から発生する立憲 ､そして農村部で起きた農民騒擾である｡前者 都市市民層が市民的自由と権利を求めた運動である｡ウィーン会議直後から西南ドイツ各地で立憲運動が起こり､憲法の制定と議会の設置が相次いだ｡ヘッセン･ダルムシユタツトでも同様の
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立憲運動が始まった｡都市市民層の運動は都市周辺のゲマインデの世論を獲得していき､最終的には農村を運動に引き入れることに成功した｡ヘッセン･ダルムシユタツトで立憲化を実現するほどの世論が形成されたの '市民層の立憲運動が農村の納税拒否運動およびゲマインデ自治制限にたいする抵抗運動 結びついたからである｡しかし､その後の自由主義運動はメッテルこヒによる反動政策の強化によって抑圧された｡他方､農民運動は農村社会の内部で行われていた｡その最大の事件が一八三〇年のオーバーヘッセン地域で発生した農民騒擾である｡そこで見 れた特徴はシユタンデスヘルに いする攻撃であった｡シエタンデス ルとは一八〇六年の領域再編成 際 陪臣化された旧領主を意味し､彼らは領地を併合されたにもかかわらず､旧領地にたいする諸特権を保持 続けた｡シユタンデルヘル領はまさに国家の中の国家となったのであ ｡住民は二重課税を負わされた他､裁判や警察に関して直轄領の住民と異なる扱いを受け ｡そのため､住民の不満は びたびシユタンデスヘルへと向 られた｡一八三 年の騒擾はこのようなシユタンデスヘル領の村から村へと広がったが'この運動が農村社会を越えて広がることはなく収束した ｡
このように都市と農村で社会運動が別々に展開していた
のは'それぞれ求めていたものが異なるからであっ 両
者の利害を7致させ､世論の拡大に成功した例がすでに述べた立憲運動であるが その後一八四八/四九年革命までそのような現象は起きなかった｡そのような状況の中で都市市民層の運動に農村住民を動員することの重要性に気付いたゲオルク･ビューヒナ-(GeorgBtichner)は､パンフレット　『ヘ　ッセンの急使　(DerHessischeLand･bote)』　を書いた｡当時 社会運動のあり方から見ると､ビューヒナ-のパンフレットはこれま の市民的運動の範噂を超えるラディカルなも であった｡
それから十数年後､一八四八/四九年革命が勃発した｡
当初､ダルムシユタツトでは邦議会を中心 市民層による革命が展開されていたが､そこでは市民的自由や権利 主張のみがなされた｡他方､オー ンヴアルトのようなシユタンデスヘル領の農村では農村の利害を求めて農民騒擾が行われた｡つまり革命の初期段階では都 と農村は全-異なる利害を求め､そこにはズレが生じていた｡しかし'このズレはシユタンデスヘルの排除という点で解消され､都市と農村の は一致した｡つま-､農村におけるシエタンデスヘルの特権排除と議会における政治的特権の排除である｡このことによって一八四八/四九年革命は都市 革命運動と農村 革命運動の合流点と - 運動は持続的に展開していった｡
最後に､以上のような一九世紀前半の社会運動のあ-方
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を地域史'支配の重層性､公共圏といった点に重点をおきつつ考察した｡そこで明らかになったのは'一九世紀前半の領邦国家の近代化の問題である｡領邦国家は近代化によって生じる諸問題への対処を求められ､一九世紀前半は土地改革や税制改革をはじめとする内政改革を行った｡また､国家による1元的支配を貫徹させ ために､ゲマインデヤシエタンデスヘルといった中間団体･中間権力を排除する方向へと向かった｡当時 社会運動には'こうした国家の近代化をめぐる諸問題が反映されているのである｡
Ⅱ　審査報告
審査委員
(主査)　専修大学文学部助教授　日暮美奈子
専修大学文学部教授　近江　著明青山学院 文学部教授　伊藤　定良
二　問題関心と本研究の先進性について
一八四八/四九年革命　(以下'四八/四九年革命)　につ
いては膨大な先行研究の蓄積がある｡とりわけドイツ史における一八四八/四九年は'その後の歴史を規定する重要な時期として扱われ､時代状況によりさまざまな評価が与えられた｡例えば'一九八〇年代 　｢特殊な道｣論争においては､四八/四九年革命の挫折が成熟した市民社会の形成を阻害し､ひいてはナチズムへの道を準備 とされた｡こうした否定的 位置づけ ､その後 東西ドイツ統合を経て大きく変化するoすなわち四八/四九年革命 統一ドイツの民主主義の原点とみ され､失敗したとはいえ自由主義的な憲法や議会制度の実現に向 努力さ ていた点が強調された｡また､EU統合が進展する中で'一国史的な捉え方をこえ 四八/四九年革命研究も現 た｡そ 結果､国際比較や地域史研究をつうじて一八四八/四九年 運動
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のもつ　｢ヨーロッパの革命｣としての性格が明らかにされつつある｡
こうした研究動向の影響を受けつつ､あるいはそれらに
対する批判として'本論文は次 三つの問題視角をもって意欲的に四八/四九年革命の再考を試みている｡まず第一に'論者はヘッセン･ダルムシユタツトという一地域に着目した｡そこでは､プロイセン中心の傾向をもつ先行研究への批判だけではな-､むしろ国民国家 形成を前提とした四八/四九年革命史への批判が意図されている｡第二に､論者は四 / の前史として　｢三月前期｣ 考察の射程に入れたが､その際､一般に言われ 一八一五年ではなく一八〇六年にまでさかのぼりその始まりを設定した｡この時代区分は､ナポレオン戦争期 おける領域再編成が与えた政治的'社会的影響をと-に重視する姿勢を らわしたものである｡第三に､論者は四八/四九年革命にいたる経緯を､とりわけ都市と農村と 関係の中 捉え直そうとした｡これは'都市と農村それぞれにおける運動を別個に分析 がちな先行研究に対する批判にも づ-問題視角である｡
本論文では方法論の点でも積極的な試みを行っている｡
例えば､都市と農村のそれぞれ 運動を相互関連性の中で位置づけて分析を試みる際､論者はハーバーマスの　｢公共圏｣概念を援用している｡これにより､四八/四九年革命
にいたる諸運動を総体として捉え､かつその具体的な関わり合いを明らかにすることが可能となる｡このように､本論文には先行研究の問題点を克服し'かつ新たな領域を開拓しようとする先進性がはっきり あらわれている｡二､論文構成の説得性と 目的の到達点につい
本論文は'序章および終章'そして本論部分七草から成
り立っている｡序章第一章第二章
三月前期の政治的社会的状況ヘッセン･ダルムシユタツトの自由主義運動と民衆集会ブルシュンシャフトと協会･結社運動農政改革と封建的負担の償却をめぐる諸問題一八三〇年の民衆騒擾とシユタンデスヘル支配『ヘッセンの急使』と　『ヘッセンのともし火山ヘッセン･ダルムシユタツトの1八四八/四九年
革命
終章
上記のような構成を持つ本論文は､大別して以下の七つ
の部分から成り立っている｡
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バーヘッセンを中心に発生した騒擾の経緯を迫ったうえで､農民たちの抗議が領邦国家とシエタンデスヘルとによる支配の二重構造に向けられていたと結論づけている｡
第六章では､反体制運動の中心人物ヴアイディヒと
ビューヒナ-を比較し'両者の相違点を明らかにしている｡運動の担い手をあ-までも市民層に限定してい ヴアイディヒにたいして､ビューヒナ-は農民 運動への参加を訴え続けた｡論者は後者の活動と主張 なかに市民層主体の運動の内包する限界を乗り越えようとする意図を兄 だLt一八二〇年代に一時的に実現した都市と 村における運動の連携を四八/四九年革命期に再び実現させ 橋渡し役として位置づけている｡
第七章では､これまでの各章で分析'考察された結果を
ふまえつつ､四八/四九年革命の進展にともない､民層と農村の農民たちとによるそれぞれの運動が接点をもち'相互関係性を形成してひとつの運動へと変化してゆく過程が描かれる｡当初は別個 利害関心に基づ ていたふたつの運動が､シユタンデスヘルを共通の敵とみなすことで関連を持 得たことを､論者 一次史料を駆使して 証している｡
そして､終章では本論文全体を総括し､ヘッセン･ダル
ムシユタツトにおける四八/四九年革命においては市民的公共圏と農村的公共圏 融合 社会変革への道を開いたと
結論づけている｡
このように､本論文では第七章での論証にむけて各章が
構成されている｡その際､とりわけ都市市民および農村住民の要求を示す一次史料が丹念に読み込まれている点は注目に値する｡なぜなら､それによって三月前期から四八/四九年革命にかけての社会状況 実態が具体的に示されただけでな-､ふたつの異なる性格を持つ運動が共通の目的により融合する過程を如実に示し､本論文に説得性を持たせているからである｡以上の点か ､本論文で意図した研究目的は十分に達成されていると考え れる｡三､史料･文献収集の広さと実証性につい
本論文は､分析対象地域に関する一次史料が豊富 用い
られている点に特徴があ ｡巻末のリスーから明ら なように､論者はダルムシユタツト､カー ルスルー エなど､複数の州立および市立文書館で史料を渉猟している｡これの文書館所蔵史料はおおむね体系的に整理･分類され､目的の史料に到達しやすい環境にある｡だが他方では'一度に複写可能な史料の数に厳しい制限があるなど､基本的には筆写による記録を利用の前提とする伝統的な閲覧方法が遵守されており'必ずしも利用しやすいとは言い難い｡とりわけ外国から史料調査に赴-場合､長期間にわた-幾度も足を運ぶ必要が生じる｡こ した状況のもとで'論者は
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